










































31 例になる（索引での感動詞 3例、「もののあはれ」4 例は今回含めていない）。その
31 例のうち、係り助詞と共起しているのは 14 例（45.2％、表 2のグレー背景部分）で
ある。
　さらに、「あはれに」を含め「なり」を伴ういわゆる形容動詞的用法での使用は 31 例




























あはれ＋なり用法の比率 70.1％ ＜ 91.6％
係り助詞との共起／形容動詞的用法中 11/22（50.0）間接を含む
【直接呼応 9/22（40.9）】 15/76（19.7）
係り助詞共起用法の比率 50.0％ ＞ 19.7％
＊ 係り結びとして「何かは」との呼応 1例があるが（第 21 段「～あはれならざらん」）、係り助詞との呼
応例数としてはここでは除外しておく。
【表 2】　『徒然草』の「あはれ」の分布章段と係り助詞
連番 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨
章段 11 13 13 14 14 14 19 19 19
形動 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
係助詞 （こそ） こそ （こそ）
連番 ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱
章段 19 19 19 19 21 21 21 25 25
形動 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
係助詞 ぞ （ぞ） こそ～しか こそ こそ こそ～しか こそ ぞ
連番 ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓ ㉔ ㉕ ㉖ ㉗
章段 26 28 29 30 30 32 44 125 137
形動 〇 〇 〇 〇
係助詞
第 33段以降（㉕番以下）が第 2部
連番 ㉘ ㉙ ㉚ ㉛
















　【表 2】を見ると、「あはれ」31 例のうち、24 例（77.4％）が第 1部に偏っていること
が分かる。また、形容動詞的用法の 22 例も 19 例（86.4％）が第 1部に偏る。さらに、























































































































法 76 例、その 76 例のうち係り助詞と呼応している例が 15 例である。係り結びと呼応


















































































【表 4】　『徒然草』の第 1部・第 2部の「あはれ」の対象
章段 通番号 対　　　象 章段 通番号 対　　　象
11 ① 山中の庵と主人の関係 25 ⑰ 物事が移り変わる様
13 ② 文章や書物 ⑱ あざやかに残っている屏風、額
③ 文章や書物 26 ⑲ 言葉
14 ④ 言外の情趣 28 ⑳ 諒闇の年
⑤ 情趣 29 ㉑ 人から貰った便り
⑥ 梁塵秘抄の郢曲の言葉 30 ㉒
19 ⑦ 季節の移り変わり ㉓ 墓に生える春の草々
⑧ 四季折々の風物 32 ㉔ 庭の雰囲気と声
⑨ 四季折々の風物 44 ㉕ 人の行い
⑩ 四季折々の風物 125 ㉖ いつもより尊い説法
⑪ 年中行事 137 ㉗ 自然
⑫ 行事を行っている事 ㉘ 月の有様
⑬ 都大路の様子 ㉙ 盛んな物が終わりゆく様
21 ⑭ 露 142 ㉚ ものの情趣









































































唐物語 12 世紀後半 15（4 名詞、1 感動、10 形動） 0
池田利夫『唐物語校本及び
総索引』
無名草子 1196～ 1202 95（5 名詞、2 感動）（未調査） 坂詰『無名草子総索引』
松浦宮物語 1207 頃 34（16名詞、18形動） 0 菅根『松浦宮物語総索引』
方丈記 1212？ 1（1 形動） 0 青木伶子『広本略本方丈記総索引』
たまきはる（健
寿御善日記） 1219 7（7 形動） 0 （や～なれ）
鈴木・鈴木『たまきはる
（健御前の記）総索引』
住吉物語 1221 頃？ 鎌 倉初期
58（16 名詞＝語幹、





閑居友 1222 65（8名詞、11感動、46 形動） 0
峰岸ほか『閑居友本文及び
総索引』





東関紀行 1242 24（5名詞、19形動） 1 （こそ～あはれなれ）
熊本女子大学国語学研究室
『東関紀行本文及び総索引』
石清水物語 1247～ 1271 頃 （未調査）
弁侍日記 1252 以降 3（3 形動） 0 WEB本文での検索
うたたね 12（7 名詞、5 形動） 0 次田・酒井『うたゝね本文および索引』
十六夜日記 1280 頃 18（1名詞、17形動） 0 江口『十六夜日記校本及び総索引』
なよ竹物語（鳴
門中将物語） 1272 以後近く 0 0
平林文雄『なよ竹物語研究
並に総索引』
中務侍日記 1292 以降 36（8 名詞、1 動詞、27 形動） 0
小久保・若林『彰考館本
『中務侍日記』総索引』
とはずがたり 1306 直 後 1313頃迄 （未調査）
徒然草 1330 頃 31（9 名、22 形動） 9 時枝『徒然草総索引』
竹むきが記 1349 29（5 名詞、2 感動、22 形動） 0
渡辺・市井『竹むきが記総
索引』


























































































1 3 10 12 14 14 15 15
こそ こそ こそ こそ ぞ こそ こそ
けれ けれ なれ なし けれ 見ゆれ
15 19 19 19 21 22 23 23
こそ こそ こそ こそ こそ
けれ けれ けれ 見ゆれ けれ
24 24 31 56 102 104 105 125
こそ ぞ こそ
しか べき けれ
125 137 137 137 139 139 139 175
こそ こそ
けれ けれ
















【付記 1】　本稿は、『徒然草』の連語に関する安部清哉（2020. 1）・同（2020. 5 予定）の
拙論と関連する。先行研究史や本テーマに関する研究課題に関しても記載してある。
併せてご参照いただければ幸いである。
【付記 2】　本稿は、2019 年度学習院大学大学院の日本語学演習（安部清哉）のテーマと
指導に沿ったものである。峰尾が「あはれ」の基本的初期調査を行い発表と指導を経
て、全体を安部がまとめ直したものである。
【付記 3】　本稿は、次の研究費による研究成果の一部である。日本学術振興会科学研究
費 2017－2019 年度基盤研究C（基金）、課題番号：17K02785、代表：安部）
